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あらまし 本報告では，被写体がカメラに近い

位置では通常のＴＶ電話のように，遠い位置で

は半透明となって相手側に写るシステムを，画

像圧縮の国際標準であるＪＰＥＧ２０００を活

用して構成する方法について提案している． 

 

１．はじめに 

防犯上の要求から監視カメラが各所に設置さ

れているが，被写体が常に監視されるためプラ

イバシーを侵害する場所には設置できない．こ

れに対しプライバシー保護と被写体識別を両立

する方法が北澤らにより提案された[1]．これは

被写体映像を一般閲覧者には識別できないよう

に保護し，必要時にはパスワードにより再生で

きる方法である． 

本報告では，被写体がカメラに近い位置では

通常のＴＶ電話と同様に，遠い位置では半透明

に写るシステムを，ＪＰＥＧ２０００画像圧縮

[2,3]のＩＰコアを活用して構成する．これによ

り得られる映像を図１に示す． 

画像圧縮の国際標準を構成要素としてシステ

ムを構築するため，装置開発の短期化，ハード

ウェアの小型化，低価格化が可能となる 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 提案システムにより表示される映像 

 

 

 

２．提案システム 

2.1 システムの概要と特徴 

図１の左列の原映像に対し，中列のような映

像の生成を目的とする．なお，右列は本システ

ムにより実際に得られた映像である．カメラか

ら遠い位置では半透明となる点に特徴がある．

被写体の表情や視線，作業内容の詳細は分から

ないが，動作や姿勢の概要，居室に居るか否か

といった状況は相手側に伝わる．更に遠い場合

は全く写らないといった設定もできる．これに

より，カメラを固定したままも，被写体がカメ

ラからの位置を随意決定することで，プライバ

シー保護の度合いを選択できる特徴を有する． 

 

2.2 システムの構成法 

 特に提案法では，ＪＰＥＧ２０００の要素技

術である多重解像度表現ならびにビットプレー

ン分解を活用することで[2,3]、人物領域の抽出

ならびにその半透明化を実現する点が新しい。 

 提案法では従来法のような複雑な画像認識

[4,5]を必要としない．また文献[1]とは異なり，

半透明となった被写体映像が元の不透明に戻る

ことは無いが，その分，伝送・蓄積に要するデ

ータ量を低減できる． 

 伝送路や蓄積媒体の有効活用に必須となる

「画像圧縮」と状況情報の取得に必要な「画像

認識」を融合することで，システム開発の短期

化，ハードウェアの小型化，ひいては低価格化

が期待される． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 提案システムの送信側の処理手順 

(a)original (b)desired (c)result
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３．システム実現手法の詳細 

3.1 多重解像度表現による人物領域抽出 

人物領域の抽出には，まず背景差分された画

像にＪＰＥＧ２０００の離散ウェーブレット変

換（ＤＷＴ）を３ステージに亘って適用する

（この順番は入れ替えても良い）．次に二値化

し，更に原寸サイズまで拡大した後に論理和を

施し，最後にラベリング処理を行って抽出結果

を得る． 
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図３ 多重解像度表現を用いた人物領域抽出 

 
 
3.2 人物領域タイルとその透明度の決定 

 ＪＰＥＧ２０００では画像全体が小さなタイ

ルに分割されてから符号化される．提案法では，

タイルごとに人物領域か否か，ならびにその透

明度を決定し，それらの情報をタイルヘッダに

埋め込む．ここでは，タイルサイズを 16×16 画

素として，3.1 で得られた人物領域を少しでも含

むタイルを人物領域タイルとし，その透明度は

人物領域全体の面積により表１に従って決定し

た．透明度がＮの場合は上位のＮ枚のビットプ

レーンを符号化伝送する．受信側ではこれに背

景画像の上位 8-N 枚を重み付け合成して再生画

像を生成する[6]． 

 

 

表１ 人物領域の面積と透明度の関係 
 

カメラ 
からの距離 人物領域の画素数 A  [pixel] 透明度

Near A>15000 8 
Quite near 15000≧A>10000 7 

Middle 10000≧A>6000 6 
Quite far 6000≧A>3000 5 

Far A≦3000 0 

3.3 伝送ビットレートの低減効果 

提案システムでは，背景画像が伝送された後

は，人物領域のみが符号化伝送される．特に被

写体がカメラから遠い場合はビットプレーンの

一部のみとなる．従って，常に画像全体が伝送

符号化される従来の一般的な場合と比べてビッ

トレートが低減される．このことが図４により

確認できる． 

 

４．まとめ 

ＪＰＥＧ２０００のコア技術を活用したプラ

イバシー・コンシャス映像通信システムを提案

した．今後は一人暮らしの要介護者への支援シ

ステムなどの事例に発展させたい． 

本研究の一部は文科省・科研費・基盤研究

17560334 の助成による． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 転送レートによる従来法との比較 
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